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１.組織の概要 

(1)名称及び代表者 

株式会社 中商   代表取締役 中嶋 達夫 

(2)所在地  

本 社 神奈川県川崎市幸区南加瀬 1-8-6  TEL:044-599-2955   FAX:044-599-0672 

事業所 川崎 CRセンター（第１工場） 
        神奈川県川崎市川崎区小島町 4-68  TEL:044-277-4590   FAX:044-277-7139 

臨港 CRセンター（第２工場） 
        神奈川県川崎市川崎区浅野町 1-3   TEL:044-333-1581   FAX:044-333-1580 

扇町 CRセンター（第３工場） 
神奈川県川崎市川崎区扇町 5-15   TEL：044-329-1002 FAX：044-366-7775 

エコ CRセンター（第４工場） 

        神奈川県川崎市川崎区扇町 5-33    TEL:044-328-0030  FAX044-322-2377: 

臨港トラックターミナル 
        神奈川県川崎市川崎区浅野町 7-5   TEL:044-599-2955（本社） 

(3)環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者：川崎ＣＲセンター工場長 浅井 秀 

   担当者：総務部 大沼 隆二    
TEL 044-599-2955、FAX 044-599-0672 

(4)事業活動内容 

   ・産業廃棄物の収集運搬及び中間処分業 

・特別管理産業廃棄物の収集運搬及び中間処分業、フロン回収業 

(5)事業規模(2022年度) 

  売上高：19億 2833万円    従業員数：73名 

  延べ床面積：9,148㎡ 

  収集運搬量：19,053トン 

  中間処理量：19,751トン 

(6)事業年度     3月 1日～翌年 2月 28日 

(7)対象範囲（認証・登録範囲） 

  （株）中商の全組織・全活動 

tel:044-599-2955
tel:044-328-0030
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2.情報公開項目 

（１）法人設立年月日：昭和 38年 4月 18日  資本金：1,000万円  

（２）許可の状況 

産業廃棄物処分業 

自治体 
許可番号 燃

え
殻 

汚
泥 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル 

廃
プ
ラ 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

動
残 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
陶 

鉱
さ
い 

が
れ
き
類 

動
物
ふ
ん

ん 

動
物
死
体

ん 

ば
い
じ
ん 

石
綿
含
有 

水
銀
製
品 許可年月日 有効期限 

川崎市 
05720002437 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 ● ● 

   

R6.3.1 R13.2.28 
 

産業廃棄物収集運搬業    ◎＝積替え保管含む 

自治体 
許可番号 燃

え
殻 

汚
泥 

廃
油 

廃
酸 

廃
ア
ル 

廃
プ
ラ 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

動
残 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
陶 

鉱
さ
い 

が
れ
き
類 

動
物
ふ
ん

尿 

動
物
死
体 

ば
い
じ
ん 

石
綿
含
有 

水
銀
製
品 許可年月日 有効期限 

川崎市 
05720002437 

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ● ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ● 

R5.9.1 R12.8.31 

神奈川県 
01405002437 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

  ● ● ● 

H29.4.25 H36.3.31 

東京都 
13-00-002437 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

  ● ● ● 

R5.4.1 R12.3.31 

千葉県 
01200002437 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 ● 

  ● ● ● 

R5.5.22 R12.5.10 

茨城県 
00801002437 

● ● ● ● ● ● 

 ● 

   ● ● 

 ● 

    ● 

R2.12.7 R9.7.17 

栃木県 
00900002437 

● ● ● ● ● ●  ●    ● ● ● ●    ● ● 

R5.12.22 R12.12.21 

群馬県 
01000002437 

● ● ● ● ● ● 

 ● ● 

 ● ● ● 

 ● 

   ● ● 

H30.3.26 R7.3.25 

福島県 
00707002437 

 ● ●   ● ● ● ●   ● ●  ●    ● ● 

H31.1.10 H38.1.9 

宮城県 
00400002437 

 ● ● ● ● ● ● ●  ●  ● ●  ●     ● 

R1.5.2 R8.5.1 

埼玉県 
01101002437 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●    ● ● 

R2.1.23 R8.8.31 

山梨県 
01900002437 

● ● ● ● ● ● ● ● ●  ● ● ●  ●     ● 

R3.7.10 R10.7.9 

長野県 
2009002437 

 ● ● ● ● ● ● ● ● 

 ● ● ● 

 ● 

   ● ● 

R3.7.28 R10.7.27 

静岡県 
02202002437 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

   ● ● 

H29.7.3 R6.7.2 
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愛知県 
02300002437 

● ● ● ● ● ● ● ● ● 

  ● ● ● ● 

   ● ● 
R2.11.24 R9.9.6 

岐阜県 
02100002437 

● ● ● ● ● ● ● ● ● 

  ● ● 

 ● 

    ● 

H29.8.22 H36.7.30 

大阪府 
02700002437 

 ● ● ● ● ● ● ● ●   ● ●  ●    ● ● 

R1.6.17 R8.6.16 

広島県 
03400002437 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

 ● ● ● 

     ● 

H29.9.4 H36.9.3 

 

特別管理産業廃棄物処分業 

自治体 許可番号 許可年月日 有効期限 

引
火
性
廃
油 

強
廃
酸 

強
廃
ア
ル
カ
リ 

感
染
性 

特定有害 

廃
石
綿 

鉱
さ
い 

燃
え
殻 

ば
い
じ
ん 

廃
油 

汚
泥 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

川崎市 057700002437 H30.7.1 H37.6.30 ● ● ● ●     ● ● ● ● 

 

特別管理産業廃棄物収集運搬業    ◎＝積替え保管含む 

自治体 許可番号 許可年月日 有効期限 

引
火
性
廃
油 

強
廃
酸 

強
廃
ア
ル
カ
リ 

感
染
性 

特定有害 

廃
石
綿 

鉱
さ
い 

燃
え
殻 

ば
い
じ
ん 

廃
油 

汚
泥 

廃
酸 

廃
ア
ル
カ
リ 

川崎市 05760002437 H30.7.1 R7.6.30 ◎ ◎ ◎ ● ● ● ● ● ◎ ◎ ◎ ◎ 

神奈川県 01455002437 H30.8.20 H37.6.30 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

東京都 13-50-002437 H30.10.18 H37.10.17 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

千葉県 01250002437 R2.12.2 R9.11.14 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

茨城県 0851002437 R元.10.31 R9.11.14 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

群馬県 01250002437 H30.3.26 R7.3.25 ●        ●    

宮城県 00450002437 R3.1.26 R10.1.25 ● ● ● ● ●     ● ● ● 

埼玉県 01151002437 H29.12.19 H36.12.18 ● ● ● ● ●        

山梨県 01950002437 R3.7.6 R10.7.5 ● ● ● ●     ●    

静岡県 02251002437 R5.5.9 R12.5.8 ● ● ● ●        ● 

愛知県 02350002437 R5.11.15 R12.11.7 ●            

大阪府 02750002437 R元.6.17 R8.6.16 ● ● ● ●         

広島県 03450002437 H29.9.4 H36.9.3 ● ● ● ●   ● ● ● ● ● ● 
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（３）施設等の状況 

１）処理工程図 
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２）所有車両等 
 
収集運搬車両一覧 

4ｔユニック 2台 4ｔパッカー 2台 

2ｔ保冷バン 3台 1ｔ保冷バン 1台 

2ｔパワーゲート 3台 普通バン 1台 

10ｔアームロール 4台 4ｔアームロール 6台 

軽バン 4台 10ｔバキューム 3台 

4ｔバキューム 1台 8ｔユニック 1台 

3ｔパワーゲート 1台 10ｔユニック 1台 

8ｔパッカー 1台  

その他の社有車 

普通バン 1台 

乗用車 10台 

構内重機 

フォークリフト 11台 

バックホー 4台 

ホイールローダー 2台 
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３）取り扱う産業廃棄物の種類と処理能力 

㈱中商 川崎 CRセンター（第１工場） 

汚泥 

施設の種類 処理能力 

脱水施設№1 66㎥／日 

脱水施設№2 60㎥／日 

汚泥、廃酸、廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず（破砕分離時） 

施設の種類 処理能力 

破砕施設 324ｔ／日 

廃プラスチック類 

施設の種類 処理能力 

破砕施設 4.8ｔ／日 

㈱中商 扇町 CRセンター（第３工場） 

廃プラスチック類、感染性産業廃棄物 

施設の種類 処理能力 

焼却施設 19ｔ／日 

燃え殻、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残渣、ゴムくず、金属くず、ガラスくず 

鉱さい、動物のふん尿、動物の死体 

施設の種類 処理能力 

焼却施設 61.2ｔ／日 

汚泥、（特管）汚泥（特定有害産業廃棄物） 

施設の種類 処理能力 

焼却施設 84ｔ／日 

廃油、（特管）廃油、（特管）廃油（特定有害産業廃棄物） 

施設の種類 処理能力 

焼却施設 16.1㎥／日 

廃酸、廃アルカリ、（特管）廃油、（特管）廃アルカリ、（特管）廃油（特定有害産業廃

棄物）、（特管）アルカリ（特定有害産業廃棄物） 

施設の種類 処理能力 

焼却施設 16.8㎥／日 

中商 エコ CRセンター（第４工場） 

廃プラスチック類 

施設の種類 処理能力 

溶融施設 188㎏／日 

廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず 

施設の種類 処理能力 

圧縮施設 15.5ｔ／日 
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廃プラスチック類 

施設の種類 処理能力 

破砕施設№1 4.7ｔ／日 

木くず 

施設の種類 処理能力 

破砕施設№2 10.8ｔ／日 

金属くず、ガラスくず、がれき類 

施設の種類 処理能力 

破砕施設№3 70.6ｔ／日 

 

積替保管：中商 臨港 CRセンター（第２工場） 
積替保管を行う産業廃棄物の種類と面積及び保管上限量 
廃油、廃酸、廃アルカリ 

所在地 面積 保管上限 

臨港 CRセンター 55.65㎡ 45.48㎥ ドラム缶保管 

燃え殻、汚泥、廃プラスチック類、紙くず、木くず、金属くず、ガラスくず 

所在地 面積 保管上限 

臨港 CRセンター 279.35㎡ 503.15㎥ 屋外直置き保管 

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず（廃電子機器） 

所在地 面積 保管上限 

臨港 CRセンター 5.15㎡ 3.6㎥ ポリコンテナ保管 

汚泥、廃酸、廃プラスチック類、木くず、金属くず、ガラスくず 

所在地 面積 保管上限 

臨港 CRセンター 36.14㎡ 59.54㎥ コンテナ保管 

汚泥 

所在地 面積 保管上限 

臨港 CRセンター 55.75㎡ 147.21㎥ 地下槽保管 

廃プラスチック類、紙くず、動植物性残渣、金属くず、ガラスくず、鉱さい 

所在地 面積 保管上限 

臨港 CRセンター 20.47㎡ 38.58㎥ 鉄容器保管 

廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず（廃蛍光管に限る） 

所在地 面積 保管上限 

臨港 CRセンター 0.3㎡ 0.23㎥ 段ボール箱保管 

積替保管を行う特別管理産業廃棄物の種類と面積及び保管上限量 

強酸、強アルカリ 

所在地 面積 保管上限 

臨港 CRセンター 17.6㎡ 41.16㎥ 地下槽保管 

引火性廃油、強酸、強アルカリ、廃油（有害）、汚泥（有害）、廃酸（有害）、廃アルカ

リ（有害） 

所在地 面積 保管上限 

臨港 CRセンター 48.14㎡ 41.48㎥ ドラム缶保管 
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3.環境経営方針 

 

株式会社中商環境経営方針 

 

環境基本理念 

 

株式会社中商では「廃棄物の収集運搬業・処分業」を通して環境経営を進めることにより、

環境に優しい社会の実現に貢献します。すなわち「資源再生・リサイクル」を拡大・充実する

ことにより、国の推進する循環型社会の実現、地球環境保全に貢献します。 

 

環境経営方針 

    当社は上に掲げた基本理念に基づき、事業活動における環境への影響を社員全員が 

理解し、以下の項目につき積極的に取組みます。 

 

１． 環境マネジメントシステムを確立し、環境に対する負荷を限りなく少なくする 

ように日々努力すると共に、継続的に改善し、汚染を未然に防ぐことに努める。 

 

２． 廃棄物処理の受注から収集運搬、中間処理、最終処分に至る全ての過程におい 

て、省資源、省エネルギー、及びリサイクル推進に努める。具体的に次の重点項

目に取り組む。 

①電気使用量の削減 

②燃料（軽油、ガソリン、灯油、LPG等）使用量の削減 

③廃棄物排出量の削減 

④水使用量の削減 

 

３． 環境に関する法規制及び当社が同意したその他の要求事項を遵守すると共に 

必要に応じて自主基準を策定し積極的に環境保全に努める。 

 

４． 従業員の環境教育を継続的に行い、環境問題に高い知見をもつ。 

 

５． 環境方針は全従業員に周知する。 

 

上記の実現のため､環境経営目標及び環境経営計画を設定すると共に、定期的に改

善項目の達成度を確認し、その見直しを図る。 

 

                                  制定日 ２０２１年 １１月 １日 

リ フ レ ッ 

株式会社中商  

代表取締役社長 中嶋 達夫 
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4.環境管理組織と責任・権限 

         

   環境管理組織図 
                       

 
 

 

責任と権限表 

令和３年１１月１日 

代表者 

・環境方針の決定         ・経営における課題とチャンスの明確化 

・システムと評価の見直し     ・環境関連法規等の順守評価 

・環境目標、環境レポートの承認  ・環境管理責任者の任命 

・取り組み状況の評価と全体の見直し 

環境管理責任者 

・環境経営システムの構築、管理  ・環境活動の取組結果を代表者へ報告 

・取り組みの確認・評価・指示   ・環境目標・環境活動計画の作成 

・環境関連法規等取りまとめ    ・環境活動レポートの作成 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口 

部門長 

・環境管理責任者の補佐 

・部門における環境方針の周知 

・部門の従業員に対する教育訓練の実施 

・部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告 

・部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施 

・緊急時、事故時の対応訓練の実施、記録の作成 

・問題点の発見、是正、予防の処置の実施 

全従業員 

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚 

・決めたことを守り、自主的、積極的に環境活動への参加 

・環境目標達成のための環境経営計画の実施 

臨港 CR センター 扇町 CR センター エコ CR センター ※臨港トラックセンター 

第一工場 

本社担当：小林 昌司 工場担当： 志村 勇太 ・ 寺田 早紀 

代表者：中嶋 達夫 

環境管理責任者：浅井 秀 事務局：大沼 隆二 

部門長：浅井 秀 部門長：山本 真廣 部門長：土屋 共和 部門長：塩澤 保 部門長：石塚 明治 

第二工場 第三工場 第四工場 本社 

川崎 CR センター 
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5.環境経営目標と環境経営計画 

5－1.環境経営目標（全体） 

取組項目 

基準年 中期目標 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

21/4～22/3 22/4～23/3 23/4～24/3 24/4～25/3 25/4～26/3 

削減目標  １％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 

Co2

排出

量削

減 

電気使用量(kwh) 1,434,950 1,420,601 1,406,251 1,391,902 1,377,552 

電気原単位(kwh/t) 73.84 73.11 72.37 71.63 70.89 

ガソリン使用量(L) 24,785 24,537 24,289 24,042 23,794 

軽油使用量(L) 192,208 190,286 188,364 186,442 184,520 

軽油原単位(L/t) 9.89 9.79 9.69 9.59 9.50 

CO2排出量(kg-CO2) 1,314,117 1,300,975 1,287,834 1,274,693 1,261,552 

CO2原単位(Kg-CO2/t) 67.03 66.95 66.27 65.60 64.92 

処理量 (t) 19,432 ― ― ― ― 

廃棄

物削

減 

一般廃棄物(kg) 6,233 6,171 6,109 6,046 5,984 

節水 水道使用量(㎥) 27,529 27,254 26,978 26,703 26,428 

環境

配慮

項目 

① 重機、破砕機等の

効率的運転 
― 

各工場で取

組む ― ― ― 

② 産廃リサイクル率

の向上 
― ― 

各工場で取

組む 

各工場で取

組む 

各工場で取

組む 

③ 事故発生件数の削

減 
― ― 

各工場で取

組む 

各工場で取

組む 

各工場で取

組む 

 

・購入電力の二酸化炭素調整後排出係数：シン・エナジー0.518kg-CO₂/kwh、東電エナジーパートナ

ー0.442kg-CO₂/kwh、日本テクノ 0.501kg-CO₂/kwh,リミックスポイント 0.491kg-CO₂/kwh、 

川崎鍛造組合 0.437kg-CO₂/kwh。 

・ＣＯ2排出量削減の取組項目は、エネルギー使用量の大きい全サイトの電気使用量と軽油使用量及

び本社・臨港トラックターミナルサイトのガソリン使用量に絞って目標数値を設定した。 

・化学物質は使用していない。       

・原単位については、記載したものは参考値扱いとする 

・全体の原単位の算出は中間処理を行っている第 1 工場・第 3 工場・第 4 工場の処理量合計値に対

して算出し、補助目標値として活用する。全体及び該当工場の原単位は電気、軽油及びＣＯ２排

出量を全体及び該当工場の処理量で割り算出した。中間処理作業を行っていない第 2 工場及び本

社・ＲＴＴは対象外で算出しない。 
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 5－2.環境経営計画(全体) 

項目 具体的実施事項 

CO2排出量 

削減 

エコドライブの推進 

第３工場においては、助燃材の使用量削減を考えて炉の運転をする 

重機、破砕機等の効率的な運転をする 

工場の LED化の推進 

空調の適温化 

廃棄物排出量

削減 

再使用またはリサイクルしやすい製品を優先的に購入し、使用する 

商品の購入時には、簡易包装のものを優先的に購入する 

両面コピーや裏紙の使用の徹底 

コピー機のミスプリ防止のため、使用後は設定をリセットする 

第３工場においては、完全燃焼による廃棄物の削減 

節水 必要量を確保し無駄な使用は控える 

環境配慮項目 重機、破砕機等の効率的な運転の実施 

 

 

5－3.環境経営目標(本社、臨港トラックターミナル) 

取組項目 

基準年 中期目標 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

21/4～22/3 22/4～23/3 23/4～24/3 24/4～25/3 25/4～26/3 

削減目標  １％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 

CO2

排出

量の

削減 

電気使用量(kwh) 32,074  31,753  31,433  31,112  30,791  

ガソリン使用量（L） 24,785  24,537  24,289  24,042  23,794  

軽油使用量(L) 148,810  147,322  145,834  144,346  142,858  

CO2排出量（kg-CO2） 458,649  454,062  449,476  444,889  440,303  

廃棄

物削

減 

一般廃棄物(kg) 4,965  4,915  4,866  4,816  4,766  

節水 水使用量(㎥) 857  848  840  831  823  

環境

配慮

項目 

事故発生件数の削減 ― ― 20件以下 18件以下 16件以下 
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5－4.環境経営目標 川崎ＣＲセンター(第１工場) 

取組項目 

基準年 中期目標 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

21/4～22/3 22/4～23/3 23/4～24/3 24/4～25/3 25/4～26/3 

削減目標  １％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 

CO2 排

出削減  

電気使用量(kwh) 97,034  96,064  95,093  94,123  93,153  

電気原単位(Kｗh/t) 31.67 31.35 31.04 30.72 30.40 

軽油使用量(L) 2,121  2,100  2,079  2,057  2,036  

軽油原単位(L/t) 0.692 0.683 0.678 0.671 0.664 

CO2排出量(kg-CO2) 54,127  53,586  53,045  52,504  51,962  

CO2原単位 17.67 17.49 17.32 17.14 16.96 

処理量(t) 3,064 ― ― ― ― 

廃棄物

削減 
一般廃棄物(kg)   計測 目標設定  

節水 水道使用量(㎥) 3,670  3,633  3,597  3,560  3,523  

環境配

慮項目 

① 重機、破砕機等

の効率的運転 

効率的な運

転 

効率的な運

転 ― ― ― 

② 産廃リサイクル

率の向上 
― ― 

65％以上 65％以上 65％以上 

③ 事故発生件数の

削減 
― ― 

5件以下 5件以下 5件以下 

備考：第 1工場の一般廃棄物排出量は 2023年度から計測を開始し、2024年度以降の目標を

設定し取組みます。 

 

 

5－5.環境経営目標 臨港ＣＲセンター(第２工場) 

取組項目 

基準年 中期目標 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

21/4～22/3 22/4～23/3 23/4～24/3 24/4～25/3 25/4～26/3 

削減目標  １％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 

CO2

排

出

電気使用量(kwh) 29,037  28,747  28,456  28,166  27,876  

軽油使用量(L) 25,092  24,841  24,590  24,339  24,088  
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削

減 
CO2排出量(kg-CO2) 77,572  76,796  76,020  75,245  74,469  

廃

棄

物

削

減 

一般廃棄物(kg) 78  77  77  76  75  

節

水 
水道使用量(㎥) 1,053  1,042  1,032  1,021  1,011  

環

境

配

慮

項

目 

① 重機、破砕機等の

効率的運転 

効率的な運

転 

効率的な運

転 ― ― ― 

② 事故発生件数の削

減 
― ― 

5件以下 5件以下 5件以下 

 

 

5－6.環境経営目標 扇町ＣＲセンター(第３工場) 

取組項目 

基準年 中期目標 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

21/4～22/3 22/4～23/3 23/4～24/3 24/4～25/3 25/4～26/3 

削減目標  １％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 

CO2

排

出

削

減 

電気使用量(kwh) 1,223,352  1,211,118  1,198,885  1,186,651  1,174,418  

電気原単位(Kwh/t) 91.00 60.09 89.18 88.27 87.36 

軽油使用量(L) 5,394  5,340  5,286  5,232  5,178  

軽油原単位(L/t) 0.401 0.397 0.393 0.389 0.385 

CO2排出量(kg-CO2) 671,065  664,355  657,644  650,933  644,223  

CO2原単位(Kg-CO2/t) 49.92 49.42 48.92 48.42 47.92 

処理量(t) 13,443 ― ― ― ― 

廃

棄

物

削

減 

一般廃棄物(kg) 1,190  1,178  1,166  1,154  1,142  

節

水 
水道使用量(㎥) 21,373  21,159  20,946  20,732  20,518  
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環

境

配

慮

項

目 

① 重機、破砕機等の

効率的運転 

効率的な運

転 

効率的な運

転 ― ― ― 

② 産廃（燃え殻）リ

サイクル率の向上 
― ― 

25％以上 25％以上 25％以上 

③ 事故発生件数の削

減 
― ― 

5件以下 5件以下 5件以下 

 

 

5－7.環境経営目標 エコＣＲセンター(第４工場) 

取組項目 

基準年 中長期計画 

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 

21/4～22/3 22/4～23/3 23/4～24/3 24/4～25/3 25/4～26/3 

削減目標  １％削減 ２％削減 ３％削減 ４％削減 

CO2

排

出

削

減  

電気使用量(kwh) 53,453  52,918  52,384  51,849  51,315  

電気原単位(Kwh/t)  18.27   18.09 17.91 17.73 17.54 

軽油使用量(L) 10,791  10,683  10,575  10,467  10,359  

軽油原単位(L/t) 6.69 3.65 2.95 2.92 2.89 

CO2排出量(kg-CO2) 52,704  52,177  51,650  51,123  50,596  

CO2原単位(Kg-CO2/t) 18.01 17.84 17.66 17.48 17.30 

処理量(t) 2,925 ― ― ― ― 

廃

棄

物

削

減 

一般廃棄物(kg) 78 78 77 76 75 

節

水 
水道使用量(㎥) 576  570  564  559  553  

環

境

配

慮

項

目 

④ 重機、破砕機等の

効率的運転 

効率的な運

転 

効率的な運

転 ― ― ― 

⑤ 産廃リサイクル率

の向上 
― ― 

65％以上 65％以上 65％以上 

⑥ 事故発生件数の削

減 
― ― 

5件以下 5件以下 5件以下 
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6.環境目標の実績及び評価(2022年度：2022/4～2023/3) 

 

6－1.環境経営目標(全体) 

取組項目 目標 実績 評価 

CO2

排出

削減 

電気使用量(kwh) 1,420,601 1,421,027 ✕ 
第一工場での破砕処理時の

投入量過多により、モーター

に負荷が掛かった為、使用量

が増加した 
電気原単位(kwh/t) 73.11 71.94 〇 

ガソリン使用量(ℓ) 24,537  19,652  ○ 
目標を達成する事が出来た

ので、現状維持を心掛ける 

軽油使用量(ℓ) 190268  191,238  ✕ 目標基準年度後に車両が 1

台増車となった分の使用量

が増加している 軽油原単位(ℓ/t) 9.79 9.68 〇 

CO2排出量(Kg-CO2) 1,300,975  1,178,055  ○ 目標を達成する事が出来た

ので、現状維持を心掛ける CO2原単位(kg/t) 66.95 59.65 〇 

(第 1・第 3・第 4工場の処理

量合計) 
― 19,751   

廃棄

物削

減 

一般廃棄物(kg) 6,171 5,945  ○ 
目標を達成する事が出来た

ので、現状維持を心掛ける 

節水 水道使用量(㎥) 27,254 30,108  ✕ 従業員の増加による 

環境

配慮

項目 

重機･破砕機等の効率的な運

転 

効率的な

運転の実

施 

各工場で

実施 
〇 

各工場で設定した目標に向

けて取り組み、目標を達成す

ることが出来たので現状維

持を心掛ける。 

・購入電力の二酸化炭素調整後排出係数：シン・エナジー0.518kg-CO₂/kwh、東電エナジーパートナ

ー0.442kg-CO₂/kwh、日本テクノ 0.501kg-CO₂/kwh,リミックスポイント 0.491kg-CO₂/kwh、 

 川崎鍛造組合 0.437kg-CO₂/kwh。 

・2022年度の CO2総排出量は 1,178,055kg-CO2です。             

・化学物質は使用しておりません。 

・原単位については、記載したものは参考値扱いとする 

・全体の原単位の算出は中間処理を行っている第 1 工場・第 3 工場・第 4 工場の処理量合計値に対

して算出し、補助目標値として活用する。全体及び該当工場の原単位は電気、軽油及びＣＯ２排

出量を全体及び該当工場の処理量で割り算出した。中間処理作業を行っていない第 2 工場及び本

社・ＲＴＴは対象外で算出しない。 
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6－2.環境経営目標の実績と評価(本社、臨港トラックセンター) 

 取組項目 目標 実績 評価 

CO2

排出

削減 

電気使用量削減(kwh) 31,753  27,764  ○ 
目標を達成する事が出来たので、現

状維持を心掛ける 

ガソリン使用量の削減(ℓ) 24,537  19,602  ○ 
目標を達成する事が出来たので、現

状維持を心掛ける 

軽油使用量の削減(ℓ) 147,322  150,891  ✕ 
目標基準年度後に車両が 1台増車と

なった分の使用量が増加している 

廃棄

物削

減 

一般廃棄物(Kg) 4,915  4,485  ○ 
目標を達成する事が出来たので、現

状維持を心掛ける 

節水 水使用量削減(㎥) 848  763  ○ 
目標を達成する事が出来たので、現

状維持を心掛ける 

 

 

6－3.環境経営目標の実績と評価 川崎ＣＲセンター(第１工場) 

取組項目 目標 実績 評価 

CO2

排出

削減 

 

電気使用量 kwh 96,064  107,798  ✕ 

破砕処理時の投入量過多により、

モーターに負荷が掛かった為、使

用量が増加した 

電気原単位(kwh/t) 31.35 33.15 ×  

軽油使用量ℓ 2,100  1,676  ○ 
目標を達成する事が出来たので、

現状維持を心掛ける 

軽油原単位(ℓ/t) 0.68 0.52 〇  

CO2排出量(Kg—CO2) 53,586  57,940  ✕  

CO2原単位(Kg-CO２/t) 17.49 17.81 ×  

処理量(t) ― 3,252   

廃棄

物削

減 

一般廃棄物(kg)    

 

節水 水道使用量(㎥) 3,633  1,792  ○ 
目標を達成する事が出来たので、

現状維持を心掛ける 

環境

配慮

目標 

重機、破砕機等の効率的な運

転をする 

効率的

な運転

の実施 

実施 ○ 
重機の未使用時はエンジンを切っ

て作業した。今後も継続して行う 
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6－4.環境経営目標の実績と評価 臨港ＣＲセンター(第２工場) 

取組項目 目標 実績 評価 

CO2

排出

削減 

 

電気使用量(kwh) 28,747  13,930  ○ 
目標を達成する事が出来たの

で、現状維持を心掛ける 

軽油使用量(ℓ) 24,841  12,560  ○ 
目標を達成する事が出来たの

で、現状維持を心掛ける 

CO2排出量 (Kg-CO2) 76,796  38,562  ○ 
目標を達成する事が出来たの

で、現状維持を心掛ける 

廃棄

物削

減 

一般廃棄物(Kg) 77  121  ✕ 従業員の増加による 

節水 水道使用量(㎥) 1,042  612  ○ 
目標を達成する事が出来たの

で、現状維持を心掛ける 

環境

配慮

項目 

重機の効率的な運転 

重機の

効率的

な運転 

実施 〇 

重機の未使用時はエンジンを

切って作業した。今後も継続

して行う 

 

 

6－5.環境経営目標の実績と評価 扇町ＣＲセンター(第３工場) 

取組項目 目標 実績 評価 

CO2

排出

削減 

電気使用量(kwh) 1,211,118 1,222,125 ✕ 

基準年より稼働日数が多かっ

たため削減はされているが目

標に届かなかった。スマート

ウォッチ導入し管理徹底。 

電気原単位(kwh/t) 90.09 92.70 ×  

軽油使用量(ℓ) 5,340  5,948 ✕ 

基準年より稼働日数が多かっ

たためフォークリフトの使用

頻度が増加した。停車時のア

イドリングストップや停車時

にキーを抜く事を徹底する。 

軽油原単位(ℓ/t) 0.39 0.45 ×  

CO2排出量(Kg-CO２)    664,355  563,478 ○ 
目標を達成する事が出来たの

で、現状維持を心掛ける。 

CO2原単位(Kg-CO２/t) 49.42 49.05 〇  

処理量(t) ― 13,183   

廃棄

物削

減 

一般廃棄物(Kg) 1,178  1,185 ✕ 

稼働日数が増えたことが原因

だと考えられる。 
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節水 水道使用量(㎥) 21,159  26,173 ✕ 

設備メンテナンスにより熱交

換率が向上し使用量増加。焼

却減容率や燃料使用量等に良

い影響を与えているため、目

標値の見直しが必要か。 

環境配

慮目標 
重機、破砕機等の効率的な運
転をする 

フォークリフ

トの省エネ運
転 

フォークリフ

トの省エネ運
転実施 

 
〇 

アイドリングストップの徹
底、低速スイッチを常時入れ
て燃料使用を削減 

 

 

6－6.環境経営目標の実績と評価 エコＣＲセンター(第４工場) 

取組項目 目標 実績 評価 

 

CO２排

出削減 

電気使用量(kwh) 52,918 44,370 ○ 

搬入物の内容が変化したことで

破砕機の負荷が削減され、電気量

の削減となった。 

電気原単位(kwh/t) 18.09 13.38 〇  

軽油使用量(ℓ) 10,683 11,459 ✕ 

処理する廃棄物量が増加したた

め、重機の稼働率が上がり軽油使

用量が増加した。 

軽油原単位(ℓ/t) 3.65 3.45 〇  

CO2排出量(Kg-CO２) 52,177 50,196 ○ 

電気料の削減効果がけん引し目

標達成となる。軽油使用量の削減

を目指す。 

CO2原単位(Kg-CO２/t)  17.84 15.14 〇  

処理量(t) ― 3,316   

廃棄物

削減 
一般廃棄物(Kg) 77 78 ✕ 従業員の増加による。 

節水 水道使用量(㎥) 570 425 ○ 
粉塵対策の散水を、掃き掃除を進

めることで削減をした。 

環境配

慮項目 

重機、破砕機等の効率的な運

転 

重機、

破砕機

の効率

的運転 

実施 ○ 

アイドリングストップに取り組

み、全従業員が徹底して取り組ん

だ。 
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7.環境活動計画の取組結果と次年度の取組内容 

(全体) 

項目 具体的実施事項 評価 次年度の取組内容 

CO2 排出削

減 

・エコドライブの推進 × ・エコドライブの推進 

・第３工場においては助燃材

の使用量削減を視野に入れ

て炉の運転をする 

○ 
・第３工場においては助燃材の使用量削

減を視野に入れて炉の運転をする 

・重機、破砕機等の効率的な

運転をする 
○ ・重機、破砕機等の効率的な運転をする 

・工場の LED化の推進 △ ・工場の LED化の推進 

・空調の適温化 〇 ・空調の適温化 

廃棄物削減 

・再使用またはリサイクルし

やすい製品を優先的に購入

し、使用する 

〇 
・再使用またはリサイクルしやすい製品

を優先的に購入し、使用する 

・商品の購入時には、簡易包

装のものを優先的に購入す

る 

〇 
・商品の購入時には、簡易包装のものを

優先的に購入する 

・両面コピーや裏紙の使用の

徹底 
△ ・両面コピーや裏紙の使用の徹底 

・コピー機のミスプリ防止の

ため、使用後は設定をリセッ

トする 

△ 
・コピー機のミスプリ防止のため、使用

後は設定をリセットする 

・第３工場においては、排ガ

ス処理薬剤の削減 
△ 

・第３工場においては、排ガス処理薬剤

の削減 

節水 
・必要量を確保し無駄な使用

は控える 
○ ・必要量を確保し無駄な使用は控える 

環境配慮項

目 

・重機、破砕機等の効率的な

運転の実施  

 

〇 

・重機、破砕機等の効率的な運転の実施

は2022年年度のCO2削減項目と重複する

ので削除する。           

・2023年度からは①産廃リサイクル率の

向上、②事故発生件数削減に取り組む 

備考： 

・評価の意味合い・・・〇：概ね良好から優秀、△：もう少し努力を、×：取組が不十分 
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8.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、 

訴訟等の有無 

過去 3年間、環境関連法規への違反はありません。 

関係当局よりの違反等の指摘についても同様にありません。 

また、告訴を受けたこともありません。 

               該当する主な法規制状況 

適 用 さ れ る 法 律 名 

該 当 

施 設 等 

該 当 箇 所 遵 守 評 価 

第１

工場 

第２

工場 

第３

工場 

第４

工場 
T･T 本社 不適合 判定 

エネルギーの使用の合

理化に関する法律 

全社でのエネル

ギー使用量 
〇 〇 〇 〇 〇 〇 無し ○ 

大気汚染防止法 
廃棄物焼却炉   〇    無し ○ 

破砕施設 〇  〇 〇   無し ○ 

水質汚濁防止法 
汚泥中和施設 〇      無し ○ 

廃棄物焼却炉   〇    無し ○ 

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律 

収集運搬業     〇 〇 無し ○ 

積替え保管  〇     無し ○ 

中間処理業 〇  〇 〇   無し ○ 

NOｘ・PＭ法 
トラック、デイー

ゼル車 
    〇 〇 無し ○ 

騒音規制法 
破砕施設 〇  〇 〇   無し ○ 

圧縮施設 〇  〇 〇   無し ○ 

振動規制法 
破砕施設 〇  〇 〇   無し ○ 

圧縮施設 〇  〇 〇   無し ○ 

フロン排出抑制法 
空調・第１種特定

製品 
〇  〇 〇  〇 無し ○ 

ＰＲTＲ法    〇    無し ○ 

毒物及び劇物取扱法  〇  〇    無し ○ 

浄化槽法  〇 〇 〇 〇   無し ○ 

家電リサイクル法       〇 無し ○ 

小型家電リサイクル法        無し ○ 

自動車リサイクル法        無し ○ 

下水道法 脱水施設 ○      無し ○ 

 

 



２３ 

 

9.代表者による全体評価と見直しの結果 
 

《総括》 

＜環境活動状況＞ 

 エコアクション２１認証後は、資料作成に係る燃料等の使用量について常時把握し、データ化

しており、従業員の環境への意識は高まっていると思う。 

 

＜環境経営目標達成状況＞ 

ある程度満足しているが、まだ目標に達成していない項目も見受けられることから、このレポ

ートの内容を精査し、一つ一つの項目ついて、引き続き継続的に取り組んで行きたい。 

 

＜環境法規遵守＞ 

産業廃棄物処理業者にとって環境法の遵守については、場合によって許可取り消し等死活問題

となるケースもあることから最優先課題としている。 

 

＜環境経営・環境経営目標・環境経営計画の見直し＞ 

  認証審査の基準年から、エコＣＲセンター（第４工場）の基準データが無く弊社全体としての

基準が正確なものでないことから基準年を第４工場が一年稼働した２０２１年度に見直した。 

また、環境配慮項目に「①重機、破砕機等の効率的な運転の実施」に加え「②産業廃棄物リサイ

クル率の向上」及び「③事故発生件数の削減」を追加し、環境経営の充実を図っていくこととする。 

 

＜変更判断・指示＞ 

 ・環境経営方針の変更         ： 有 ○無  

 ・環境経営目標及び環境経営計画の変更 ： ○有  無 

 ・実施体制の変更           ： 有 ○無  

 

 

 

 

 

 

 

 

見直し日： 2023年 11月 30日 

臨時見直し：2024年 0１月 30日 

リ フ レ ッ 

       株式会社中商  

 

代表取締役社長 中嶋 達夫 


